
子育て支援ひろば「わいわいひろば」における学生の学び
作新学院大学女子短期大学部　幼児教育科　２年
　　　　　　高橋あかり、郡司雅由美、君島美紅
　　　　　　鈴木明香里、手塚彩夏、鈴木琴音

アンケートの結果（一部）は、以下のとおりである。
・子どもの姿を観察することで、実際の子どもの姿を知ることができ、実習へと繋げることができました。また、自分たち学生が計画して、
　実践してみると配慮すべきことが明確になり、学ぶことができました。そして、子どもたちがとても可愛くて、癒されました。
・0、1、2歳児の発達や遊びかたや好きなおもちゃなどがわかりとても勉強になる子供たちがとても可愛くてまた参加したい！
・0～3歳までの子供たちだったので、保育実習前に経験出来て、その後の実習ではわいわい広場での経験を活かすことが出来ました。
・保護者もいるので、保護者の方と話したりすることで、将来保護者と話すための練習になりました。
・保護者の方から子どもの様子などを聞く貴重な経験ができてとても良かったです。
　また、子どもが興味を持っているおもちゃなどを知ることができて良いです。
・実際に子どもと触れ合うことができ、保護者の子育てなどの話を聞くことができました。
・子どもの興味のあるおもちゃや、実際の子どもの姿を関わりや観察を通して学ぶことができること。
・実習ではあまり保護者と関わる機会がないので、わいわい広場に参加している保護者とコミュニケーションを図ることができること。
・実習以外で関わることが難しい乳児と関わることができるのが良いなと思いました。また、興味・関心のあるものを知ることができ、保育者にな
るときに活動を考える時などに役立つと思いました。月齢の差を間近で感じることができ、育児の大変さを学ぶことができました。

・子どもたちが何に興味関心があるのか、保護者の方と子どもがどのようなコミュニケーションをとっているのか観察することができました。ま
た、授業で学習した年齢に応じた発達段階も観察し、それに合わせた声かけや関わりを実践できました。

【結　果】

わいわいひろばの様子



2019年11月28日（木）9時15分～14時15分 
対象：地域のお子様（０～３歳児）と保護者の皆様 
会場：作新学院大学女子短期大学部第２体育館１階崿嵔嵤室 

（宇都宮市竹下町９０８番地） 
      持峋物：飲み物岝保護者峘方峘上履き 

※入場無料嵣駐車場峬完備峁峐岴峴峨峃岞（正門峘守衛室峕岴声岵岻岹峊岿岮岞） 
※崨崌崲嵇崫崗峔遊峝岶峑岷峵峲岰岝汚島て峬峲い服装峑岴越峁岹峊岿岮岞 
※学生峘学峝峮保育学研究峘峉峫岝活動中峘峲岰峃峘記録写真峼撮峳峅峐岮峉峊岹岽峒岶岬峴峨峃岞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

学生企画☆子育て支援崌嵁嵛崰峼実施します！ 
 

作新学院大学女子短期大学部幼児教育科ᾁ年生ίᾀᾂᾅ名ὸầ、授業「乳児保育Ⅱ」ỉ一環ểẲề、

地域ỉấ子様ί὿῍ᾂ歳児ὸể保護者ỉ皆ẰộỆ向ẬẺ子育ề支援ỉỶἫὅἚử開催ẲộẴ。 

὿歳῍ᾂ歳ỉ発達ỉ特性Ệ配慮ẲễầỤ、身近ễ素材ử活用Ẳ、ẺẻẟộấờẼỞử製作中ỂẴὲ 

楽Ẳẟ企画ửẺẪẰỮ用意Ẳề、皆様ỉấ越Ẳửấ待ẼẲềấụộẴ。ặọắ参加ẪẻẰẟ♪ 

岴昼峙岝学食峼 
利用峑岷峨峃岞 

▲昨年度峘峲岰峃岞 
岣峓島岶岝岷峕峔峵岵峔？岤 

 
今年Ị、 
こὊỮễỆたくさỮỉ 
手作ụおờẼỞが 
一気Ệ勢ぞỨいὲὲ 

▲折峴峉峉峩式牛乳崹崫崗崰嵛崵嵓岞
峓峽峔遊峝峕発展峃峵岵峙岝 
当日峘岴楽峁峩⒕ 

▲岴峬峋峭峙全部岝身近峔素材
峑作峍峐岮峨峃岞 ㌢崹崹嵣嵆嵆峘岣峨峗峍岽岤

峒岝岣本物岤岶峊岮峃岷峔
子峓峬峉峋岞 
岽峘岴岰峋崛嵤崲嵤峑峙岝 
岴岰峋峕岬峵〇〇峼岝 
本物峇峍岹峴峕再現峁峐 
手作峴峁峐峩峨峁峉！ 

※崒嵈崬交換&授乳
室峙岝別室峼岾用意
峁峐岮峨峃岞岮峎峑峬
学生崡崧崫崽峕岝岴声
岵岻岹峊岿岮岞 
学生崡崧崫崽峘目印
峙岝崐崿嵕嵛峑峃！ 

 
科目担当者：作新学院大学女子短期大学部 准教授 宍戸良子 

絵：鈴木琴音岝櫻岡玲奈 

㌣1 時間峕 1 回岝歌峒崨嵛崡峬
行岮峨峃岞峩峽峔岶大好岷峔
歌峑岝一緒峕岝盛峴上岶峴峨
峁峱岰！ 準備の様子 イベントのふりかえり


